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雄 武 町 の   温 泉 開 発 よ リ  ー  

サロマ湖以北のオホーツク海沿岸では，砂丘と湿原と沼が多  

く見られるほぼ一直線の海岸線が続きます。時折，溶岩・貫入  

岩および基盤岩頸（約2，300万年以前の地層）からなる岬が単  

調な海岸線にアクセントをつけています。それらの岬の一つ，  

雄武町日の出岬（図）で，昨年（1994年12月）泉温66．2℃の温泉  

が開発されました。オホーツク海側の広大な地域は，これまで  

温泉資源（泉温25℃以上）の空白地帯でした。いままでも温泉掘  

削が全くなされなかったわけではありませんが，残念ながら良  

い結果は得られていませんでした。雄武町による温泉開発の成  

功は，地元住民はもとより資源探査にたずさわる者にとっても  

大変意義のあるものとなりました。   

町では，日の出岬を中心とする地域振興プロジェクトが進め  

られてきました。その一環として温泉開発の可能性に対する調  

査が当調査所に依頼されました。当地域のように，地表部にこ  

れといった温泉徴侯のタられない地域では，高温の熱水対流系  

（地下残部まで高温熱水が上昇するような系）が形成されてい  

ることばまずありません。しかし，地下深部から地表部に向か  

う伝導的な熟輸送は至る所に存在します。このため，温泉とな  

る流体（降水¢海水など）が地下深部まで供給され 貯留され  

る地質構造が存在すれぼ，温泉開発は可能となります。事前調  

査はこのような観点からなされました。   

これまでの掘削結果などから浜頓別以南の地域の地温上昇率  

は3℃／′100m以上，特に枝幸から紋別にかけての地域では4℃／  

100m以上にあると推定されました。したがって，深度1，000～  

1，200mでは60～70℃の地下温度になっていることが期待され  

ます。問題は流体の供給と貯留ということになります。   

オホーツク海沿岸では，基盤岩頸（麿甘000万年以前の地層）  

と新第三系（約1，500万年以降の地層）が交互に分布します。  

新第三系は浜頓別・枝幸・雄武～興部および紋別東方に分布し  

ます。一般に基盤岩頸ほ透水性に乏しく，流体を地下深部まで  

安定的に供給する条件が形成されにくいと考えられます。この  

ため，温泉開発に伴うリスクを考慮した場合，基盤岩額分布域  

は温泉開発の優先的なターゲットとはなりません。一方，当地  

域の薪第三系は浜頓別以北を除き，下位より浅海成～陸成堆積  

物→安山岩→流紋署→安山岩→陸成堆積物の組合せからなりま  

す。このように，海成堆積物がほとんど見られないこと，火山  

活動もほとんど陸域で行われたことが大きな特徴となっていま  

す。また，堆積後摺曲などの著しい変形をほとんど受けていな  

い地域であることが知られています。したがって，当地域の新  

第三系は大きな圧密を受けることなく，比較的透水性の良い状  

態にあることが期待されます。調査の結果，雄武町日の出岬周  

辺では，このような新第三系が1，000m程度の厚さを持ってい  

ることが明らかとなりました。そこで町では1，200mの掘削に  

踏み切ることになりました。掘削事業は，地域エネルギw開発  

利用施設整備事業（北海道市町村振興補助金）として実施され  

ました。   

掘削結果は，ほぼ事前調査結果をうらづけることとなりまし  

た。得られた温泉は，pH7．6の弱アルカリ性・蒸発残留物20．26  

g／ノ1のナトリウム【塩化物強食塩泉（66．2℃，200㍑／分）でし  

た。この温泉水の水素・酸素同位体比を調べた結果，海水と天  

水（降水）の混合からなることが示唆されました。海水が混合  

することは当初予想していなく，新たな知見が得られました。   

ところで，雄武町以外でも温泉開発の可能性はあるのでしょ  

うか。これに対しては，雄武町と頸似の地質構造をもつ地域に  

は同様な可能性があると答えることになるでしょう。しかし，  

海水が混合する  

地域は海岸線か  

ら2～3km程度  

であろうと予想   

されます。なお，  

基盤岩類分布域  

の開発にあたっ   

ては大きなリス   

クが伴うことを   

念頭におく必要   

があります。  

図 オホーツク海沿岸（サロマ湖以北）   



空知支庁管内で典型的な「肉陸型』地震が発生  

一 新 十 津 川  

去る5月23日午後7時1分頃，新十浮川町北部（北緯430  

38′，東経141043′，深さ14km）を震源とするM5．6の地震  

（暑寒別岳東方地震）が発生し，北海道の西部の広い範囲で揺  

れを感じました。北海道周辺ではユ993年以来大地震が頻発して  

いるうえに，1月の兵庫県南部地震で「内陸直下型地震」の被  

害の恐さを見ているだけに不安を感じた方も多かったことと思  

います。   

当調査所でほ，北大地震予知観測地域センターと共同で余震  

観測を実施Lたほか，震動状況や地質災害の把握のために，翌  

日および6月上旬に新十津川町，雨竜町，北竜町にかけての地  

域の現地調査を実施しました。その結果を簡単に紹介し蜜lノよ   

う。   

墓石の転倒や被害にみる強い震動の分布   

現地調査と各町役場による被害調査の結果によれば，震動の  

大きかった地域は震央周辺の半径約10km付近とその北側20km  

に帯状に広がっていたとみられます（図）。  

北 竜 で 震 度 5・－  

北竜町葉菜牛墓地でLた。一方，吉野から東へ4km離れた同町   

学園では転倒率17％，また約10km離れた同じく大和で5％以下   

とブ 東側に離れるにLたがって急激に転倒率が減少しています。   

これば，各町の中央市街地付近の住民の「意外にゆれなかった」   

という感想とも符合します。  

被害はほぼ前述の強い震動をうけた地域に集中しています。   

道路の亀裂や崩壊，水田の地すべり性陥没，渓岸の崩壊，盛土   

堤体への亀裂発生などの地盤災害は，新十津川町吉野周辺を中   

心に雨竜町罷自利加川上流などで発生しています。住宅や用水   

などの施設の被害もまた，震央付近に集中するほか地盤災害の   

分布範囲を越えて，広い範囲に散点的に発生しました。被害を   

受けた住宅のいくつかは石狩川の旧河道付近に位置しています。  

このよう笹，内陸の地震はマグニチュードは小さく，強い震   

動を受ける地域の範囲は狭いものの，震源域の直上の揺れや被   

害は大きいというのが特徴です。日本海側内陸地方や弟子屈一   

知床付近など，道内には内陸の地震が発生する地帯がいくつか   

知られています。今後はこのような内陸地震に対する観測や注   

意が必要でLよう。  
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写真 新十津川町吉野共同墓地の地震被害   

今回の地震と樺戸山麓の「活断層」   

震央を含む雨竜，新十津川，月形の日本海側の山地は，地質  

学的には樺戸山地と呼ばれています。それに対して東側には石  

狩川にそった広い低地が広がっており，山地の縁にそった活断  

層の分布が知られています（図）。しかし，これらの活断層の  

表面での変動は今回の地震では観察されていません。これらの  

活断層は断層形態から見ると一部に西傾斜の逆断層が考えられ  

ます。今回の地震を引き起こした地下14kmの地震断層が同じ  

様なセンスであるとすれば，地形から推定されているこれらの  

活断層群のセンスと調和的です。詳しい震源メカニズムや断層  

モデルの検討が期待されるところです。  

3
 
 

10km  

図 気象庁発表の震動と各地の震度   

● 墓石転倒の見られた墓地，－－一大きな揺れがあったとみられる地域，  

′文献による活断層   

最も強い震動を受けたのは，震源域にあたる新十津川町吉野  

付近であり，墓石の約40％が転倒・倒壊しました（写真）。墓  

石の転倒が見られた最も遠い地点ほ，震央の北北東約20kmの  

」’   



カナダ・ブリティッシュコロンビア州の234日  
一平成6年度長期海外研究報告】  

海洋地学部海洋地質科長 嵯峨山 積   

海岸でほ砂や礫の間に付着した原油回収に苦労したようです。  

このため，砂礫間に付着Lた油が温度や油の種頓によりどの  

様に形態変化するのかを研究し，今後の砂浜海岸での原油回  

収作業に役立てようとするもので，本プロジェクトは1992年  

から開始されています。実験の主な課題は，a）単位体積にお  

ける石油付着の平均面鼠 b）粒子表面における石油付着量，  

c）粒子間の石油残留量と表面の石油付着量の割合などです。  

これらの課題を明らかにするために，1）礫の表面積等，2）  

礫に付着した石油重量をそれぞれ計測しました。この他，多  

数の礫を詰めた容器に海水と石油を入れ，石油がどの様に礫  

と接触して行くのか，礫と礫が接触する際に生じる小さな空  

間に石油がどの様に残留するのかなどの実験が他の研究者に  

より行われています。   

研究・環境条件 PGCの建物はパトリシア湾に画し 敷  

地も広々としています。毎日10時半と15時半のコ…ヒータイ  

ムには，1階のしかるべき所に集まり，仕事の事や世間話な  

ど色々な話をしています。また，ビクトリア大学の大学院生  

が何人か棄て，PGCの研究者の指導を受けながら自らの研  

究を進めています。所長や責任者に対しても，肩書や名字で  

はなく，名前を呼びあったり，全体的にリラックスした雰囲  

気 比較的自由な環境の中で調査・研究が行われているといっ  

た印象を受けました。また，多くの女性研究者がおり，女性  

が働き続ける職場環境が整っているように思えました。セン  

ターの入口や廊下の壁には，色々な研究の成果がポスターと  

してカラフルに掲示されています。時々，観光客凰の人や小  

学生へ′高校生などが訪れ 掲示物を見たり研究や調査の説明  

を聞いていきます。研究機関として住民との接点を大事にし  

て行く点で，見習う必要があると感じました。   

長期海外研究を通して大きく視野を広げることができ，カ  

ナダの経験を今後の海洋地質の調査・研究に活かしたいと考  

えています。  

昨年7月15巨∃から本年3月5日までの234日の間，平成6年度  

長期海外研究事業として「沿岸海洋開発における海洋地質の  

調査技術に関する研究」という研究課題でカナダ地質調査所  

の太平洋地球科学センタA（Pacific Geoscience Centre；  

略称PGC）に派遣されました。PGCはエネルギー・鉱物＄  

資源省の研究機関で，ブリティッシュコロソビア州の州都ビ  

クトLjアの北約30kmにあり（図参照），建物は漁業・海洋  

省の研究機関である国立海洋研究所と隣接します。PGC職  

員は40人程度で，この内，研究者は約20人，その他は技術者  

や事務関係です。ここで行った私の主な研究は海岸浸食およ  

びOilspill（海水油濁）に関してです。   

海岸浸食に関する研究 調査対象であるセイバリー島は，  

バンクMバ門 島とカナダ本土に挟まれたジョージア海峡にあ  

り，島全体が売国結の砂からなるため渡により崖が年々削ら  

れています。1965年と1982年に撮影した空中写真から，南海  

岸の3地域で12．7m，1。4mおよび6．4mという値が得られま  

した。つまり17年間にこれだけの距離の崖淵が内陸側に後退  

したことになります。特に，冬季間は南からの凪が強いため，  

それにより生じた波が島に打ち寄せ，南側が大きく浸食され  

るようです。現地調査は，9月と1月に行いました。この4ヶ  

月の問に生じた最大浸食量は南海岸東部域で約0．7mで，島  

が波の浸食に対し，いまだ不安定な状況にあることがわかり  

ました。本年は3年計画の1年目で，今後，2年間で浸食量の  

観察や海底地形・底質などの現地調査を行い，浸食域と陸域・  

海域地形との関係，風と沿岸流との関係などを整理し，堆積  

物の移動メカニズムを明らかにする予定です。   

0ぎ】sp‖‖こ関する研究1989年に大型石油タンカーがアラ  

スカ沖で座礁し，大量の原油がカナダ西海岸にも漂着しまし  

た。多くの費用を投じて原油回収を行いましたが，特に砂浜  
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写真 調査船Vector号の船上にて（左からBornhold博  
士，Conway氏，Barrie博士，JanおよびMark氏）  図 カナダの州およびビクトリアの位置  
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平成6年度市町村振興補助金による地熱開発利用成果   

この事業は地域エネルギーの開発と有効利用を目的に，昭和  

54年度から市町村振興補助制度として進められています。対象  

となるメニューは地熱，太陽熱，風九 波九 天然ガス，ヒー  

トポンプなどの開発と利用施設整備事業です。当調査所では，  

これらの事業実施にあたって，技術指導と助言を行っています。  

平成6年虔は，地熱・温泉ボーリングが8地区，利用施設整備  

が4地区で実施されました。地熱・温泉ボーリングの成果は下  

表のとおりです。   

このうち，上ノ国町のボーリングは国道228号線天の川左岸  

で深さ1，200mの予定で実施されました。このボMリングでほ，  

深さ600mで先第三紀松前層群のチャートや粘板岩に入りまし  

た。掘削中には大きな逸水がなかったものの，坑内温度検層で  

は，温泉が貯留されているとみられる温度変化がチャM卜や粘  

○ボーリング探査  

板岩の中で随所にあらわれました。ストレーナー（孔明管）は  

温度検層で特に大きな変化のあった650m以深に配置して仕上  

げ，坑井内を水洗いLたところ多量の温泉が沸き出しました。  

最終の試験では自噴で泉温61．6℃，湧出量毎分787リットルの  

温泉が湧出する結果となりました。泉質はナトリウムー炭酸水  

素塩。塩化物泉で熱利用を図るには使い易い温泉です。町では  

この成果を夷王山周辺再開発の要として位置付け，利用方策に  

ついて地域住民の意見を反映させるため，委員会を設置して検  

討することにしてし．、ます。   

利用施設整備では，4市町（江差町，室蘭市，羅臼町 小樽  

市）で，温泉熱を利用した公共施設の暖最 

などの整備事業が実施されました。  

利用計画等   

琴威ぢ年度畑作振興深層地帯水調査の結果   

この調査は，蓑流水の利用が困難な畑作地帯において，地下  当調査所は，各地区の調査の実施にあたって，その技術的な  

水を水源とする営農用水の開発の可能性について調べることを  指導を行うとともに，調査結果の最終的な取りまとめを担当し  

目的としています。調査は，北海道農政部農村計画課，関係支  ています。平成6年度に調査を実施した4地区の調査結果の要  

庁，および当調査所により取り進められています。  約は下表にまとめたとおりです。  

市町村  地区名  口径 m  深度 田  Fスクリニ深慧F自然水慧   揚水水位  rrl  揚水量 m3／day  水質基準 の 適 否   

H  採 水 層  地 形  朝日町  新奥士別  150  】30  5．0～10．5          仙2．55  7．52  130  適    合  第四紀河川堆積物  谷底低地  追分町  弥生  150  】40  3．7～8．5          0．28  川4．60  95  適    合  更新世安平層粗粒部  台地  京極町  北富士  150  80  13．5～30．0        11．27  －13．86  】156  【適   合  更新世留寿都層等  台地  端野町  端野一区  ．150  63  19．0～41．0（2段）    13．72  20．30巨 87   否（鉄，色度等）  中新世富里層凝灰岩部  台地   
地下資源調査所ニュース」1995年7月28日発行（季刊）   ☆公開講座のお知らせ   

Vol．11No．3（通刊43号）発行：北海道立地下資源調査所  
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広報に関するお問い合わせは，企画情報課（内線411）まで  
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道立の試験研究機関の研究内容やその成果を皆さんに紹介す  

る目的で，1986年から道立試験研究校関による公開講座を開催  

しております。今年度は，9月21日に札幌駅ライラックパセオ  

で開催予定です。当調査所も参加しますので，皆さんのご来場  

をお待ちしています。  


